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a)悪性腫瘍

罹患者数は肺の悪性腫瘍が一

番多く、要介護３まで増加傾

向にある。

罹患者数では、次いで結腸直

腸、胃、肝、前立腺、と続く。

悪性腫瘍のICD10別罹患者数
は以下のとおりである。
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b)精神および行動障害

認知症及び統合失調症は要介

護度と合わせて上昇している。

精神疾患のICD10別罹患者数
は以下のとおりである。
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c)筋骨格系疾患
要介護者の約58%がその他筋
骨格系の疾患に罹患している。

その他筋骨格系およびその他

外傷を除けば、骨粗しょう症

が非常に高い罹患率を示して

いる。

筋骨格系疾患およびその他外

傷のICD10別罹患者数は以下
のとおりである。
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d)消化器系疾患

その他消化器系疾患は約72％
の罹患率であり、他の疾患と

比較しても非常高い罹患率に

なっている。

消化器系疾患のICD10別罹患
者数は以下のとおりである。
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e)脳血管疾患、循環器疾患

その他の脳血管疾患は、要介

護４で減少しているが、ほぼ

上昇傾向にある。その他心疾

患は要介護３まで上昇しそれ

以降減少傾向にある。

なお、高血圧性疾患は外して

いる。

脳血管疾患および循環器疾患

のICD10別罹患者数は以下の
とおりである。
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f)呼吸器系疾患

肺炎、急性気管支炎、その他

呼吸器系疾患は上昇傾向にあ

る。

呼吸器系疾患のICD10別罹患
者数は以下のとおりである。
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g)眼、耳、皮膚

眼の疾患及び耳の疾患は減少

傾向にある。

眼の疾患、耳の疾患、皮膚の

疾患のICD10別罹患者数は以
下のとおりである。
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g)生活習慣病基礎疾患

全体の平均では、高血圧は

64％、糖尿病は41％、脂質異
常症は38％となっている。

基礎疾患のICD10別罹患者数
は以下のとおりである。




